


黒 石 市 議 会 だ よ り 平成28年３月１日（2）

平成27年第４回定例会は11月26日から12月８日までの13日間にわたって開かれ、市長提出の３報告・
13議案、議員提出の２議案を慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・報告・可決いたしました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は下記をご覧ください。
また、12月8日には、選挙管理委員会委員及び補充員の選挙が行われ、猪股正大氏、神光正氏、山田明

匡氏、北山雄一氏の４人が選挙管理委員会委員に、第１順位鈴木盛人氏、第２順位成田英雄氏、第３順位
須藤俊博氏、第４順位大川ちゑ氏の４人が選挙管理委員会補充員に当選されました。

平成27年第４回定例会の概要

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

報 告 第 29 号 平成27年度黒石市一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第 30 号 訴えの提起について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第 31 号 黒石病院診療費請求事件に関する和解について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

議案第102号
黒石市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関す
る条例制定について

○ ○ ● ○ ○ 原案可決
（起立多数）

議案第103号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
条例制定について

○ ○ ● ○ ○ 原案可決
（起立多数）

議案第104号 黒石市税条例等の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第105号 黒石市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第106号 黒石市落合共同浴場の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第107号 黒石市黒森山ウォーキングセンターの指定管理者の指定
について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第108号 有料都市公園施設の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第109号 黒石市勤労青少年ホーム・黒石市中央スポーツ館の指定
管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第110号 スポカルイン黒石の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第111号 黒石市立武道場の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第112号 黒石地区清掃施設組合の共同処理する事務の変更及び黒
石地区清掃施設組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第113号 平成27年度黒石市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第114号 平成27年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 ５ 号

西十和田トンネル（仮称）の早期建設を求める意見書の提
出について ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

（起立多数）

議員提出議案
第 ６ 号

津軽広域水道企業団との受水契約の見直しを求める意見
書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第４回定例会の報告・議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）
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議員提出議案第５号 西十和田トンネル（仮称）の早期建設を求める意見書

反対討論
観光調査、交通量調査、そしてまた動物や鳥類
などいろいろな生態系の中できちんと考えてい
かなければいけないということ。
また、県も青橅トンネルにお金が10年間かか
るので、今のところそちらを終了しないと考え
られないと言明している。
さらに、今になって秋田県が前よりもトーン
ダウンしているという中で、近隣の市町村、平川
市の議会としても何か動きがあるわけでもない。
前回よりもさらに足並みが揃っていないという
中で、黒石市以外のメリットを見出すことがで
きない。もっと近隣などの足元を固めながら進
めなければ、今の状態だと空回りしているよう
に見えるので、現時点では反対するものである。

国道454号は青森県大鰐町から青森県平川市小国地区に至り、さらに、国道102号との重用区間で
ある、青森県平川市温川地区、秋田県小坂町滝ノ沢を経て青森県八戸市に至る大部分が山岳の道路
で、冬期間は閉鎖となる国道です。
現在では東北縦貫自動車道弘前線と八戸線の連絡道の役割を担っているほか、東北新幹線が全線

開業となった今日では、国際的観光地である十和田湖・岩手県八幡平圏域への観光ルートとしてま
すます重要な役割を担う路線であります。
しかしながら、この路線は豪雪地帯に位置しており、特に青森県平川市温川から秋田県小坂町滝
ノ沢までの山岳の区間5.1㎞は、毎年４カ月余りの冬期閉鎖を余儀なくされております。
このような事情は、冬期間における青森県の津軽と南部の物流の連絡に不便を来しているだけで
なく、冬期観光ルートプランニングのマイナス要因ともなっており、本区間のトンネル整備は路線
利用者の切実な願いとなっております。
黒石市議会では平成４年度に国道454号整備促進期成同盟会の会員となり、20年余り要望活動を
行ってきたところでありますが、トンネル建設の計画は遅々として進んでおりません。
よって、今後の国土の均衡ある発展のためにも、西十和田トンネル（仮称）の早期建設を強く要望
するものであります。

賛成討論
現時点できちんとした調査もまだ行われてい
ないので、調査をしてもらうためにも声を上げ
なければいけない。
また、青橅トンネルが終了してから手を上げて
も遅いため、今から必要性をどんどんこちらから
アピールしていかなければならない。動きがまだ
少ないと言っているが、そのために黒石市議会で
できることとしてこれを取り上げている。
冬に津軽からのルートがないということは、
観光にとっても、また産業にとっても非常に大
きい問題である。私たちの責任として、将来を
見据えて少しでもこの動きを先に進めるようつ
なげていかなければならないと考えるため、早
期建設に賛成するものである。

�����������賛成多数により原案可決

議員提出議案第６号 津軽広域水道企業団との受水契約の見直しを求める意見書

津軽広域水道企業団からの受水費は、企業団構成市町村の将来の水需要を予測した水道計画に基
づく供給責任水量を基本水量として、基本料金（基本水量×単価）と、使用料金（使用水量×単価）
とで構成されています。昭和63年受水当初基本水量は、供給責任水量の50㌫とし、その後、平成５
年に供給責任水量の75㌫とする基本水量の見直しを行い現在に至っています。
しかし、近年の人口減少に伴い、各市町村とも実際の使用水量と基本水量との差が大きく広がっ
ています。人口減少率の高い市町村は受水単価が高くなり、結果として水道料金が高額となってい
る市町村もあります。
企業団は、来年度中にも実際の使用水量と基本料金のもととなる基本水量との差を是正して、適
正な基本水量となるよう早期の対策を講ずるべきと考えます。
よって、確実に実現されるよう強く要望いたします。

�����������全会一致により原案可決



⬘

黒
石
市
立
六
郷
小
学
校
給
食

用
厨
房
爆
発
事
故
後
の
状
況
と
給

食
再
開
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

⬙

現
在
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の

あ
っ
た
場
所
に
警
察
の
本
部
が
設

置
さ
れ
、
原
因
解
明
の
た
め
の
捜

査
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
市
長
か

ら
の
指
示
も
あ
り
、
教
育
委
員
会

で
は
警
察
か
ら
の
現
場
見
聞
、
瓦が

礫れ
き

の
撤
去
の
立
ち
会
い
な
ど
、
警

察
の
捜
査
に
は
全
面
的
に
協
力
し

て
い
ま
す
。
給
食
に
つ
い
て
は
再

開
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
再
開
後
の
給
食
が
自
校
式
か

セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
も
の
か
は
、

ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

庁
内
関
係
課
と
協
議
し
、
実
現
に

向
け
て
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

６
次
産
業
化
施
策
に
つ
い
て
、

現
状
の
取
り
組
み
は
。

⬙

平
成
27
年
12
月
１
日
に
、
青

森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結

を
行
い
、
新
た
な
食
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
並
び
に
観
光
産
業
と
連
携
し

た
取
り
組
み
の
基
盤
づ
く
り
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
市

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
り
ん
ご
「
黒
石
１

号
」
を
使
用
し
て
、
県
内
洋
菓
子

店
の
協
力
に
よ
り
、
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
や
ケ
ー
キ
の
商
品
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

⬘

雪
対
策
に
つ
い
て
、
小
・
中

学
校
通
学
路
の
除
排
雪
状
況
は
。

⬙

市
内
通
学
路
に
つ
い
て
は
、

市
内
一
斉
除
雪
の
他
、
冬
休
み
明

け
に
合
わ
せ
た
除
排
雪
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
黒
石

市
除
排
雪
協
力
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
黒
石
東
小
学
校
東
西
の
市
道

の
除
排
雪
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
地
区
に
よ
っ
て
は
町
内
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
、
学
校
周
辺

の
除
排
雪
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⬘

国
民
健
康
保
険
黒
石
病
院
に

つ
い
て
、
産
科
、
小
児
科
医
師
確

保
の
見
通
し
は
。

⬙

医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
弘
前
大
学
医
学
部
に
対

し
医
師
派
遣
を
粘
り
強
く
要
望
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
青
森
県
地

域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

の
要
請
や
医
師
募
集
サ
イ
ト
へ
の

求
人
広
告
掲
載
等
の
方
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。
医
師
確
保
の
た
め

に
は
継
続
性
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
も
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
ま
す
。

⬘

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
、
制
度
施
行
後
の
市
民
へ
の
対

応
の
た
め
、
専
門
窓
口
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

⬙

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
で
窓
口
に

来
ら
れ
る
お
客
様
も
い
る
こ
と
や
、

カ
ー
ド
を
発
行
す
る
機
械
自
体
も

１
台
し
か
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

通
常
の
窓
口
ス
ペ
ー
ス
は
設
け
ま

す
が
、
特
別
な
窓
口
の
設
置
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

⬘

地
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
奨
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
１
年

経
っ
て
の
現
状
は
。

⬙

こ
の
条
例
は
、
当
市
の
象
徴

の
一
つ
で
あ
る
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
こ
み
せ
を
守
り
、

育
て
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
蔵
元

の
地
酒
を
再
認
識
し
、
地
酒
で
の

乾
杯
を
推
奨
す
る
こ
と
で
、
食
を

含
め
た
伝
統
文
化
の
継
承
と
、
地

元
産
品
の
愛
用
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
26
年
10
月
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
制
定
さ
れ
て
か
ら
、

約
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ

の
効
果
と
し
て
は
、
飲
食
店
な
ど

か
ら
は
、「
地
酒
で
乾
杯
す
る
準

備
を
依
頼
さ
れ
る
頻
度
が
ふ
え

た
」
と
の
意
見
を
伺
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
効
果
が
出
始
め
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

県
内
で
乾
杯
条
例
を
制
定
し

て
い
る
の
は
当
市
だ
け
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

⬙

来
年
度
、
黒
石
市
・
宮
古
市

姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
宮
古
市
の
参
加
を
含

め
、
開
催
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
地
場
産
品
を
活
用
し
た

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
は
。

⬙

平
成
15
年
度
か
ら
４
年
間
、

黒
石
り
ん
ご
ま
つ
り
の
収
穫
感
謝

祭
の
中
で
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
コ
ン
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
を
見

送
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
黒
石

り
ん
ご
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
実
施
す
る
か
を
含
め
、
関
係
団

体
と
協
力
し
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

⬘

県
道
畑
中
竹
鼻
線
へ
の
市
の
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������������������の質問をしました。

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
久
保
朝
泰
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

新
政
会

三
上

廣
大
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今

大
介
議
員

（
一
括
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

工
藤

和
子
議
員

（
一
括
方
式
）



対
応
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の

計
画
は
。

⬙

県
の
道
路
事
業
と
し
て
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

27
年
度
は
用
地
測
量
・
建
物
調
査

等
を
実
施
し
、
さ
ら
に
一
部
用
地

買
収
に
着
手
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
に

つ
い
て
は
、
用
地
買
収
と
建
物
補

償
を
実
施
す
る
予
定
と
聞
い
て
い

ま
す
。
な
お
、
今
年
度
開
催
さ
れ

た
地
元
説
明
会
に
お
い
て
、
今
後

５
カ
年
の
計
画
で
整
備
を
進
め
て

い
く
と
い
う
説
明
を
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
で
き
る
範
囲
で
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

当
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
、
改
善
す
る
考
え
は
。

⬙

情
報
発
信
の
一
元
化
を
含
め

た
機
構
改
革
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
英
語
版
の
掲
載
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

⬘

緊
急
時
に
支
援
が
必
要
と
さ

れ
る
方
の
情
報
を
書
き
込
ん
で
お

く
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
導
入
す
る
予

定
は
あ
る
か
。

⬙

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
取
り
組
み

は
当
市
と
し
て
も
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
県
の
方
向
性
を
見
守
り
、

統
一
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
実
行

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

出
生
・
婚
姻
届
を
受
理
す
る

際
に
窓
口
で
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド
と

し
て
祝
意
を
伝
え
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

⬙

カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
を
検
討
し
、
ま
ず
は
出

生
届
を
提
出
し
た
方
に
笑
顔
で
の

窓
口
配
布
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

⬘

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

つ
い
て
、
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調

査
、
相
談
体
制
、
社
会
復
帰
支
援

等
の
取
り
組
み
は
。

⬙

実
態
把
握
を
民
生
委
員
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
相
談
体
制
の
強
化
も
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
社
会
復
帰
支
援
等

に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ

た
支
援
調
整
会
議
等
を
開
催
し
相

談
者
に
合
っ
た
支
援
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
有
識

者
や
保
護
者
等
も
加
え
た
学
校
給

食
設
置
検
討
委
員
会
(仮
称
)を
設

立
し
て
は
ど
う
か
。

⬙

早
い
時
期
に
方
向
性
を
示
し

六
郷
小
学
校
給
食
厨
房
爆
発
事
故

に
よ
る
保
護
者
の
不
安
の
解
消
を

図
る
た
め
に
も
、
黒
石
市
立
小
・

中
学
校
適
正
配
置
庁
内
連
絡
会
議

内
に
学
校
給
食
調
整
会
議
の
設
置

を
考
え
て
い
ま
す
。
有
識
者
等
に

は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し

て
も
ら
い
意
見
を
ま
と
め
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⬘

市
民
文
化
会
館
再
開
に
つ
い

て
、
意
識
調
査
の
実
施
、
施
設
の

現
状
、
再
開
後
の
使
用
団
体
の
把

握
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

⬙

り
ん
ご
ま
つ
り
に
お
い
て
２

０
０
人
に
対
し
意
識
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
各
回
答
結
果
は
、
全
部

再
開
が
よ
い
52
・
５
㌫
。
一
部
再

開
が
よ
い
22
・
５
㌫
、
再
開
の
必

要
は
な
い
25
㌫
で
し
た
。
今
後
は

各
地
区
協
議
会
、
公
民
館
長
の
集

ま
る
場
に
て
趣
旨
説
明
を
し
た
上

で
、
今
回
と
同
様
の
意
識
調
査
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
施
設
の
維
持
費
は
年
間
２
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
再
開

後
の
使
用
団
体
に
つ
い
て
は
正
確

に
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
文

化
協
会
な
ど
社
会
教
育
関
係
団
体
、

市
内
小
・
中
学
校
、
高
校
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

⬘

六
郷
小
学
校
の
事
故
は
学
校

適
正
配
置
、
学
校
給
食
実
施
に
影

響
す
る
の
か
。

⬙

学
校
給
食
は
平
成
32
年
４
月

の
統
合
に
併
せ
、
市
内
全
小
学
校

で
の
実
施
を
目
指
し
検
討
し
て
い

ま
す
。
適
正
配
置
は
計
画
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
進
め
ま
す
。

⬘

選
挙
に
つ
い
て
、
県
内
で
人

が
集
ま
り
や
す
い
場
所
に
期
日
前

投
票
所
を
設
置
し
て
い
る
例
は
あ

る
か
。
黒
石
市
で
も
期
日
前
投
票

所
を
増
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

主
権
者
教
育
の
動
向
は
。

⬙

県
内
で
は
、
平
成
27
年
６
月

の
県
知
事
選
挙
で
期
日
前
投
票
所

を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
４
カ
所
、
大
学
に
２
カ
所
設
置

し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
当
市
で

は
、
期
日
前
投
票
シ
ス
テ
ム
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
増
設
す
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。
小
・

中
学
校
の
主
権
者
教
育
は
学
習
指

導
要
領
改
訂
に
よ
る
教
育
課
程
が

実
施
さ
れ
る
平
成
32
年
度
以
降
に

な
り
ま
す
。

⬘

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
つ

い
て
、
住
民
へ
の
説
明
は
。
対
象

外
町
内
の
撤
去
費
用
に
助
成
で
き

な
い
か
。

⬙

平
成
27
年
７
月
２
日
に
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
独
自
の
装

飾
・
商
業
用
街
灯
に
つ
い
て
は
、

補
助
対
象
外
に
な
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、
11
月
17
日
に
対
象
外

の
町
内
に
再
度
説
明
し
、
実
施
す

る
か
ど
う
か
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

対
象
外
の
撤
去
費
用
の
助
成
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

⬘

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

寄
附
者
を
ふ
や
す
こ
と
は
、
財
源

の
一
助
と
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
特
典
の
見
直
し
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

⬙

特
典
の
充
実
は
、
市
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
地
酒
や
り
ん
ご

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
地
場
産
品
の

導
入
も
視
野
に
入
れ
、
特
典
の
充

実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

財
政
健
全
化
に
つ
い
て
、
地

方
交
付
税
、
市
税
収
入
、
財
政
調

整
基
金
、
財
政
計
画
の
見
通
し
は
。

⬙

地
方
交
付
税
は
減
少
基
調
で

あ
り
、
交
付
税
総
額
は
ふ
え
る
方

向
に
な
い
と
考
え
ま
す
。
起
債
残
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自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

俊
広
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

雅
昭
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

高
佑
会

髙
橋
美
紀
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

博
文
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）



高
減
少
に
伴
い
、
交
付
税
措
置
分

は
毎
年
３
千
万
円
程
度
減
少
す
る

見
込
み
で
す
。
市
税
収
入
は
増
加

の
要
因
が
乏
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
財
政
調
整
基
金
は
底
を
つ
か

な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。
財
政
計

画
に
つ
い
て
は
、
３
年
程
度
の
中

期
財
政
見
通
し
を
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

組
織
機
構
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
部
・
課
の
見
直
し
は
。

⬙

喫
緊
の
課
題
が
あ
る
分
野
は

職
員
を
重
点
配
置
し
、
ス
リ
ム
化

が
可
能
な
部
署
は
統
廃
合
も
視
野

に
入
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な

措
置
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
国
会
決
議
を

守
ら
れ
ず
大
筋
合
意
し
た
が
、
県

内
10
市
で
市
長
だ
け
が
「
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
賛
成
」
と
し
て
い
る
。

黒
石
の
農
業
を
守
っ
て
い
け
な
い

と
思
う
が
。

⬙

農
業
生
産
物
で
あ
る
り
ん
ご

や
米
も
関
税
の
段
階
的
な
撤
廃
に

よ
り
影
響
を
受
け
ま
す
が
、
こ
れ

を
危
機
と
捉
え
る
の
か
、
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
る
か
で
す
。
農
業
の
基

盤
整
備
を
進
め
、
競
争
力
の
あ
る

農
業
を
目
指
し
、
自
立
し
た
黒
石

を
官
民
一
体
と
な
っ
て
乗
り
越
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

市
長
が
「
雪
の
な
い
街
づ
く

り
」
を
公
約
と
し
て
い
る
が
、
雪

対
策
総
合
プ
ラ
ン
を
作
成
す
べ
き
。

今
年
度
の
除
雪
等
に
対
す
る
市
民

要
望
に
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
。

⬙

「
雪
の
な
い
街
づ
く
り
」
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
除
雪
計
画

と
、
流
融
雪
溝
の
整
備
計
画
を
核

と
し
、
着
手
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

市
民
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
地
区

要
望
や
市
長
と
地
区
協
議
会
と
の

意
見
交
換
会
の
結
果
を
参
考
に
し
、

可
能
な
限
り
迅
速
に
現
地
を
確
認

し
、
緊
急
性
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
対
処
し
ま
す
。

⬘

六
郷
小
学
校
に
お
け
る
事
故

後
の
学
校
給
食
の
再
開
に
つ
い
て
、

地
域
の
要
望
に
応
え
る
べ
き
。

⬙

給
食
に
つ
い
て
は
再
開
す
る

と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

早
い
時
期
に
方
向
性
を
示
し
て
、

保
護
者
の
不
安
の
解
消
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

議
会
に
お
け
る
行
政
の
答
弁

に
つ
い
て
、「
検
討
す
る
」と
い
う

答
弁
が
多
い
が
、
検
討
結
果
を
報

告
す
る
場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

⬙

行
財
政
の
施
策
に
係
る
質
問

に
対
す
る
議
会
答
弁
に
つ
い
て
は
、

熟
慮
の
上
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
検
討
結
果
の

報
告
に
つ
い
て
は
、
市
民
及
び
議

員
の
皆
様
に
報
告
す
る
よ
う
一
層

努
め
ま
す
。

⬘

第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

基
本
計
画
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
の

事
業
費
を
計
上
す
る
べ
き
で
は
。

⬙

基
本
計
画
４
年
分
の
事
業
費

と
毎
年
の
予
算
の
整
合
性
を
図
る

こ
と
が
必
要
な
た
め
、
事
業
費
の

計
上
は
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
の

た
め
、
新
年
度
予
算
発
表
時
に
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
の
主
要
施

策
と
予
算
額
を
示
す
こ
と
で
、
基

本
計
画
の
個
別
施
策
が
分
か
り
や

す
く
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

⬘

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て
、

市
民
の
健
康
長
寿
を
目
指
す
た
め

に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策

定
し
て
は
ど
う
か
。

⬙

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

市
民
や
各
地
区
協
議
会
の
意
見
も

取
り
入
れ
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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日
本
共
産
党

工
藤

禎
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

福
士

幸
雄
議
員

（
一
括
方
式
）

第
８
回
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催

平
成
27
年
12
月
19
日
、
ス
ポ
カ

ル
イ
ン
黒
石
２
階
大
会
議
室
で
、

８
回
目
と
な
る
「
議
会
報
告
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
会
に

は
15
人
の
市
議
会
議
員
と
、
約
40

人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

初
め
に
、
北
山
議
長
が
挨
拶
し
、

続
い
て
９
月
・
12
月
議
会
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
や
平
成

26
年
度
決
算
に
つ
い
て
議
員
か
ら

説
明
を
行
っ
た
後
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
宮

古
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年

に
当
た
り
子
供
た
ち
の
交
流
を
深

め
て
は
」、「
農
業
に
対
す
る
支
援

策
や
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策

は
」、「
将
来
の
黒
石
市
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
」
等
の
ご
意
見
・
ご
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
生
と
の
意
見
交
換

で
は
、
18
歳
選
挙
権
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
や
若

者
が
政
治
に
興
味
を
持
て
る
情
報

発
信
に
つ
い
て
、
選
挙
に
対
す
る

要
望
に
つ
い
て
、
黒
石
病
院
の
赤

字
に
つ
い
て
等
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
は
、
今
年
の
参

議
院
選
挙
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る

18
歳
か
ら
の
選
挙
権
に
対
す
る
高

校
生
の
皆
さ
ん
と
の
率
直
な
意
見

交
換
が
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
し

た
。
初
の
試
み
で
し
た
が
、
黒
石

高
校
の
生
徒
と
教
頭
先
生
が
参
加

し
、
積
極
的
に
発
言
し
て
く
れ
た

こ
と
で
、
活
発
な
意
見
交
換
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な

ご
意
見
を
今
後
の
議
会
活
動
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

報
告
会
へ
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
開
か
れ
た
議
会
構

築
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

高校生の皆さんとも意見を交換
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【「地域包括ケアシステム（赤穂市）」「院内開業制度（芦屋市）」「公立みつぎ総合病院
（尾道市）」「竹原地区伝統的建造物群保存地区（竹原市）」について】
赤穂市の地域包括ケアシステムと尾道市の公立みつぎ総合病院の取り組みについて
は共通するものがあります。それは、医療と保健・介護・福祉サービスを一体的に提
供する機能があることです。在宅の利用者はもちろん、退院して福祉施設に入る利用
者も一貫して見ていくという仕組みが地域包括ケアシステムです。当市でも医療中断
や寝たきりをつくらない連携システムをさらに充実する必要があると考えます。
芦屋市立芦屋病院には、院内開業制度により歯科と泌尿器科が開業しています。全
国的に医師が不足している中で、この制度は医療提供のあり方の一つとして実施され
ています。
竹原市の竹原地区伝統的建造物群保存地区は、あらゆるものに竹を施すことで、統
一感と創意工夫に溢れていました。当市でも「こみせ」を中心とする伝建群が工夫・
整備されることが大切だと考えます。

【「青果の流通」「ＴＰＰ協定の影響」について】
東京都中央卸売市場大田市場は、日本一の広さを持ち、年間約2,700億円の取扱高を
誇る国内最大の市場です。その中で、黒石産や青森県産のりんごが非常に高値で取り
扱われていました。気軽に買うことができるものが良いのか、富裕層が求めるものが
良いのか疑問に感じました。県出身者からは、「青森の人はＰＲが足りない」と言われ、
今後のＰＲ活動を改めて考えるべきだと思いました。
ＴＰＰ協定が及ぼす影響については、「野菜・果実に関しては新鮮さや品質の点から
国産品の人気が高く影響は大きくないと思われるが、大
手食品メーカーや外食産業などで二次生産化される品物
は安価な外国産との競争を避けられない」とのことでし
た。当市としては、より品質の良いものを生産するため
に一層農家の生産技術向上をはかる政策が必要であると
考えます。

【「荒川区民総幸福度(ＧＡＨ)事業」について】
東京都荒川区で、「荒川区民総幸福度(グロス・アラカワ・ハッピネス：ＧＡＨ)事業」
を視察しました。荒川区は幸せを実感できる区政を目指して、区に住んでいる人たち
や、区で働いている人たちが、どれだけ幸せを感じているかを調べる６つの分野の指
標(健康・福祉、子育て・教育、産業、環境、文化、安全・安心)を設けました。指標を
用いた「幸福度」を測るアンケート調査等を行い、調査結果を分析することで、区民が
どのような部分に幸せを感じているか、どのような部分に不幸や不安を感じ、地域が

どのような課題を抱えているかを把握していました。区
民と行政等の間で意識共有を図り、課題解決のため、政策
の立案や改善・解決に向けての様々な取り組みを実施し
ているという事業でした。当市でも、この手法を参考に
し、市民の幸福度をアップしていけるような取り組みを
推進する必要があると考えます。

【「世界遺産富岡製糸場の視察」について】
群馬県富岡市の世界遺産富岡製糸場を視察しました。富岡製糸場は明治５年に当時
の政府が模範工場として開業し、日本の近代化の一翼を大きく担った国内初の本格的
な繰糸器械を使った製糸工場です。戦中・戦後と長く製糸工場として活躍し、昭和62
年３月に操業が停止してからも場内の建物のほとんどが所有者や地元の方々によって
大切に守られてきた結果、平成26年６月に世界遺産として登録されました。昨年の大
河ドラマ「花燃ゆ」の舞台の一つとしても注目を集め、今や多くの世界遺産ファンや
歴史ファンが訪れるようになりました。多いときには１
日５千人もの観光客が訪れ、富岡製糸場の存在が市内の
観光活性化に大きくつながっているとのことでした。当
市でも、黒石遺産というべき「伝統的建造物群保存地区こ
みせ」や「金平成園」の観光地としての、さらなる整備、
情報発信が必要であると考えます。

日本共産党
（工藤 禎子）

高佑会
（髙橋美紀子）

視察先
兵庫県赤穂市
兵庫県芦屋市
広島県尾道市
広島県竹原市

（Ｈ27年11月９～12日）

●行政視察報告

黒石市民クラブ
福士 幸雄・工藤 和子
佐々木 隆・後藤 秀憲

視察先
東京都大田市場

（Ｈ27年12月14・15日）

●行政視察報告

（ ）

自民・公明クラブ
村上 隆昭・中田 博文
大久保朝泰

新政会
（三上 廣大）

視察先
群馬県富岡市

（Ｈ27年11月11・12日）

●議員活動報告

（ ）

自民・公明クラブ
村上 隆昭・中田 博文
工藤 俊広・大溝 雅昭
工藤 和行・大久保朝泰
今 大介・村上 啓二
北山 一衛

視察先
東京都荒川区

（Ｈ28年１月12・13日）

●行政視察報告

（ ）



黒 石 市 議 会 だ よ り 平成28年３月１日（8）

講演会終了後、縄文是川ボランティアの説明を聞きながら八戸市埋
蔵文化財センター是川縄文館の視察見学を行いました。この施設は、
隣接する是川遺跡や風張１遺跡などを通して東北地方の優れた縄文文
化を発信し、埋蔵文化財の積極的な公開活用と適切な保存管理を図る
施設として建設されました。風張１遺跡から出土し、平成21年に国宝
に指定された「合掌土偶」を展示する国宝展示室のほか、八戸市各地の
遺跡で発掘された縄文時代の土器や漆器などが多数展示されており、
縄文社会の一端に触れることができました。

平成27年11月20日、八戸市で平成27年度青森県市議会議員研修会が
開催され、当市から16人の市議会議員が参加しました。
研修会では「スポーツの力で地域活性化」をテーマに、スポーツ
ジャーナリストで株式会社スポーツコミュニケーションズ代表取締役
の二宮清純氏による講演が行われました。スポーツを文化として地元
に根付かせることが必要であり、そのことが地域の活性化につながる
としていました。また、東京オリンピックに向けた今後の取り組みや
自身のリーダー論について話し、講演を終了しました。

と工藤副議長が述べると、麻生副総理からは、「教育水準の向上が大事
である。行政と青年会議所の協力で子供たちの学力向上の強化対策が
実を結び志望校への合格率が高まった事が評判となり、その結果、街
の人口が増え優秀な人材が街を発展させる好循環となっている事例が
ある」、「農業も商業も新たな発想をもって取り組んでいかなければな
らない」などのアドバイスがありました。各種団体からの要望に対し
ても丁寧に答えてもらいました。
最後に麻生副総理は、「それぞれの団体の皆さんがこれだけ黒石市の
ことを考え問題意識を持っていれば大丈夫だ」と激励してくれました。
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青森県市議会議員研修会に参加しました
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麻生太郎副総理が当市で市議会議員らと意見交換
平成27年11月28日、麻生太郎副総理兼財務大臣が本市を訪れ、髙樋
市長や鳴海県議会議員、市議会議員の他、黒石商工会議所や黒石観光
協会など市内各団体の代表ら約40人と意見交換会を行いました。会場
となった花禅の庄では、麻生副総理から全国の地方活性化に対する成
功事例の紹介があった後、各団体の代表が麻生副総理へさまざまな要
望をしました。
市議会からは14人の議員が出席し、代表して工藤副議長が質問・要
望を行いました。「少子高齢化の中で人口減少社会の厳しい地方の現
状を打開するためのヒントと成功事例があれば紹介をお願いしたい」

意
見
交
換
の
様
子

来
黒
し
た
麻
生
副
総
理


